
1 0 持続可能な社会の構築のために 

持続可能な社会の構築に向け、YOKOGAWAグループでは 
環境マネジメントシステム（EMS）の構築をグループ・グローバルで展開しています。 

グループ・グローバルで展開する 
環境マネジメント 

環境マネジメント活動 
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規格

認証

その

れて横河電機の環境活動推進組織体制（2004年度） 

環境担当役員 社　　　　長 

経営監査本部 

経営管理本部・品質保証本部 

地球環境室 

省エネWG

廃棄物WG

環境調和計設専門委員会 

化学物質管理専門委員会 

技術開発本部 

通信・測定器事業本部 

IA事業本部 

ソリューション事業本部 

航空宇宙・特機事業本部 

生産事業本部 

事業連結会社 

事業連結会社 

事業連結会社 

ＡＴＥ事業本部 

事業連結会社 

事業連結会社 

事業連結会社 

地球環境委員会 

コーポレート・マーケティング本部 事業連結会社 

事業連結会社 

グループ全体で自律的に展開するEMS活動 
　横河電機本社・工場では、これまでYMF甲府工場、

YMF小峰工場、YMF青梅工場と統合4サイトとして

ISO14001の認証を取得し、同一の環境マネジメントシ

ステム（EMS）の基で、持続可能な社会の構築に向け

活動を行ってきました。そして、それぞれの会社が自ら

の事業領域でこれまで以上に自律的に環境保全活動

を推進するため、2004年8月に統合4サイトから横河電

機本社・工場を分離して横河電機本社・工場、YMFが

それぞれ単独で認証を取得しました。 

　YOKOGAWAグループはこれからも、グループの環

境目標達成に向かって各社が自律的に活動する体制

の構築を推進し、グループ・グローバルで企業の発展と

地球環境の保全の両立を図り、持続可能な社会の構

築への貢献を継続していきます。 

 
本来業務の中に取り込んでEMSを推進 
　YOKOGAWAグループでは、事業連結会社に対す

るEMSの指導・支援は、各々の事業連結会社を担当す

る各本部・事業本部が責任を持って独自に行う体制を

構築しています。2004年度は、各組織が業務に密着し

たテーマを年度の目標として取り上げて環境保全活動

を展開しました。こうした活動により、EMSの確立、維持、

向上を積極的にYOKOGAWAグループ全体で推進

することができました。また、省エネルギーや廃棄物削

減においても、継続的に改善活動を推進しました。 

 
危険物保管倉庫改善による水資源の節約 
　中国の蘇州横河電表有限公司では、気温が35℃以

上になると危険物保管倉庫の熱絶縁のため、屋上に散

熱シャワーをする規定を定めていました。屋上を改造し、

このシャワーの代わりに屋上に熱絶縁水を貯めることで、

使用する水を大幅に減らす

という改善を試みました。この

改善により、年間約1,600m3

の水を使用していたものが

改善後には23m3になり、

98.6%の削減に成功しました。 

 

NEWaterを使用したエアコンで水資源節約 
　水資源に乏しいシンガポールではNEWater（高度

処理した高品質の再利用水）の使用を推奨しています。

Yokogawa Electric Asia Pte.Ltd.ではこの推奨に応

じ、2004年12月より建物の空調装置を、NEWaterを使

用したエアコンに切り替えました。これにより、水資源の

有効活用に貢献することができました。 

蘇州横河電表有限公司 
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環境マネジメント活動 
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ISO14001の認証取得状況 
　持続可能な社会の構築に向け、環境経営を実践し

ていくためには、適切なEMSの構築が不可欠であると

考えています。YOKOGAWAグループでは「環境マネ

ジメント基本規程」（P.3参照）に基づき環境活動を展

開しています。そして、2005年度までに、グループ各社

がそれぞれの事業や組織に見合ったEMSを確立し、

維持・向上することを目指しています。2005年3月末現

在のISO14001認証取得サイトは国内9サイト、海外7サ

イトです。 

 
環境監査 
（１）環境内部監査 

　YOKOGAWAグループにおける環境内部監査とは、

システム監査、遵法監査、パフォーマンス監査を指します。

2004年度も引き続き、全サイトで環境内部監査を実施

しました。一部のサイトでは、観察事項が指摘されており、

その後速やかに是正処置を実施しました。 

（２）環境定期審査 

　横河電機本社･工場は統合4サイトからの分離による

本審査、YMFは更新審査を受け、ISO14001における

規格の要求事項を満足していることが確認され、継続

認証を受けました。横河電子機器、国際チャートなど、

その他のサイトにおいても効果的にEMSが継続運用さ

れていることが認められ、認証継続されました。 

環境監査審査項目 

システム監査 

遵法監査 

パフォーマンス監査 

組織・体制、目標管理、教育、運用管理・是

正などの状況を調べ、システムが有効に

機能しているかを確認する。 

法規制値の運用と監視（資格・届出・測定

データ）などの状況を調べ、法その他の要

求事項が遵守されているかを確認する。 

目標と実績、法規制値のデータなどの状

況を調べ、自主的に定めた運用項目が確

実に実行されているかを確認する。 

 

 

 本社／小峰工場 

 甲府工場 

 青梅工場 

 駒ヶ根工場 

中国(蘇州)   

シンガポール  

中国(上海)   

インドネシア   

中国(重慶)   

シンガポール 

中国(蘇州) 

ISO14001認証取得状況 

※横河エレクトロニクス・マニファクチャリング(株)本社／小峰工場、甲府工場、青梅工場は統合認証 

2005年3月末現在 

サイト 

横河電機(株)本社・工場  

横河エレクトロニクス・ 
マニファクチャリング(株)※ 

 

 

国際チャート(株)  

横河トレーディング(株)  

横河フィールドエンジニアリングサービス(株)    

横河電子機器(株)  

蘇州横河電表有限公司 

Yokogawa Electric Asia Pte. Ltd.  

上海横河電機有限公司  

P. T. Yokogawa Manufacturing Batam  

重慶横河川儀有限公司  

Yokogawa Engineering Asia Pte. Ltd. 

横河電機（蘇州）有限公司   

登録日 

1997年  7月 

1997年  7月 

1997年  7月 

1997年  7月 

1999年 11月 

1999年  1月 

1999年  2月  

2000年  2月 

2000年 11月 

1998年  5月 

1998年 10月 

2000年  3月 

2000年  4月 

2000年 12月 

2001年  8月 

2004年  5月 
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1 2 持続可能な社会の構築のために 
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環境

 

当該

環境負荷 
効率  ＝ 

売上総利益 

E P

2004年度エコバランス 

石油 822kl

燃焼 SOX 3.3t
工場廃水 
124千m3

埋立廃棄物 193t

焼却廃棄物 569t

化学処理廃液 1,582t
生活廃水 
540千m3

NOX 9t

Co2 5,891t

エネルギー 
9.06×108MJ

循環資源 
3,851t

大気への排出 
8,282.9t

水域への排出 
664千m3

廃棄物 
2,344t

部品 
材料 

排出 
（OUTPUT） 

投入 
（INPUT） 

製造／販売／サービス 

水 
756千m3

物質等 

ガス 251万m3

井戸水 412千m3

鉛 18.0t

紙 503t

トリクロロチレン等 3.8t

有機則対象物質 12.96t

毒劇物 6.5t

水道水 344千m3

買電 
116,686MWh

電力 
119,052MWh

発電 
2,366MWh

製品 

0
（年度） 

環
境
負
荷
効
率 

2000

1

2

3

2.09

認証取得サイト 

2001

1.84

2002

1.76

2003

1.76

2004

2.24
1.95

環境負荷効率経年変化 
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YOKOGAWAグループでは、 
持続可能な社会の構築を目指すべく、 
事業活動に伴う環境負荷の全体像を把握・管理しています。 

環境負荷の全体像の把握 
　YOKOGAWAグループでは、事業活動全体を通じ

たインプット、アウトプットのエコバランス※1を把握・管理し、

持続可能な社会の構築に向け、資源の有効利用、エネ

ルギー効率の向上、地球温暖化防止、循環資源化率

の向上に役立てたいと考えています。 

　2004年度、YOKOGAWAグループのエコバランス※1

は下図の通りです。 

 
環境負荷指標「エコポイント」 
　YOKOGAWAグループは2000年度より環境負荷の

共通数値指標として「エコポイント（EP）」を使っています。

エコポイントは各環境負荷量のLCA※2インベントリー分

析※3結果にスイスの環境省で使用しているエコファクタ

ー※4を乗ずることで、エコポイント（単位：EP）を算出しま

す。これにより環境への影響度を統一的に評価するこ

とができるようなりました。ＥＰの数値が大きいほど環境

への影響が大きいことを意味します。 

　2004年度の認証取得14サイトにおけるエコポイントは、

35,495EPで前年度より、1,481EP減となりました。 

環境経営の指標 
　YOKOGAWAグループでは環境経営の進捗状況を

表す指標として「環境負荷効率」を活用しています。環

境負荷に対し、どれだけ効率よく経済価値を生み出し

ているかを測定する指標で、以下の式で定義しています。 

環境負荷の全体像を把握するために 
独自の環境負荷指標を設定・活用 

環境負荷の全体像 
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用語の解説 
※1　エコバランス 

エネルギーおよび投入・排出物量（部材、製品を除く）の年間収支（使用
量、排出量）の状況 

※2　 LCA 
材料採取から生産、流通、廃棄までの生涯（ライフサイクル）中で生じる
環境負荷の総合的評価 

※3　インベントリー分析 
投入された各種の環境負荷をLCAデータにより大気圏や水圏にどの程
度排出されているか、その排出量をカテゴリー（温室効果ガス、オゾン層
破壊物質など）別に算出する技法 

※4　エコファクター 
インベントリー分析で求められた各排出物質が環境にどの程度の影響を
与えるかを評価するために設定された重み付け係数 

環
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1 3

環境保全効果 

分類 2003年度 2004年度 効果 

資源投入 

 

温暖化防止 

 

大気汚染 

効果の内容（単位） 

総エネルギー投入量（TJ） 

水資源投入量（km3） 

CO2排出量（kt） 

CO2排出量売上原単位（t-CO2/億円） 

NOx排出量（t） 

SOx排出量（t） 

777 

797 

42 

16 

38 

36

797 

646 

40 

15 

38 

38

－20 

151 

2 

1 

0 

－2

環境保全コスト（単位：百万円） 

分類 項目 投資額 費用額 

（1）工場内コスト（事業エリア内コスト） 

 

 

（2）調達・物流コスト（上・下流コスト） 

（3）EMS維持管理コスト（管理活動コスト） 

（4）研究開発コスト 

（5）社会活動コスト 

（6）現状回復コスト（環境損傷コスト） 

1）公害防止コスト 

2）地球環境保全コスト 

3）資源循環コスト 

主な取り組み 

監視測定 

省エネ 

廃棄物等の発生抑制 

グリーン調達 

EMS更新、教育 

環境調和型製品開発 

環境イベント 

土壌修復 

15 

88 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

103

339 

　47 

197 

4 

265 

12 

52 

0 

916計 

計 

環境保全に伴う経済効果　－実質的効果－（単位：百万円） 

効果の内容 金額 

リサイクルによる収入額(有価物売却等) 

省エネルギーによる費用削減(電力等) 

省資源による費用削減(水、紙等の削減)

40 

21 

33 

94

設備投資と研究開発費（単位：百万円） 

項目　 金額 

当該期間の投資額の総額 

当該期間の研究開発費の総額 

内容等　 

環境を含む全設備投資額 

環境を含む全研究開発費用 

16,451 

29,141

環境ビジネス製品売上げと売上高総額（単位：百万円） 

項目　 金額 

環境ビジネス製品売上高 

 

当該期間の売上高の総額 

内容等　 

環境ビジネス製品（水質浄化・大気保全・廃棄物処理等）など、 

社会的な環境負荷低減に寄与する製品・システムの当期売上高 

環境を含む全売上高 

 

20,160 
（7.7％） 

261,625

環境経営報告書 ２００５ 

人
・
社
会
と
の
連
携（
C
S
R
の
充
実
に
向
け
て
） 

2004年度は海外を含め14サイトを対象に環境会計を実施しました。 

集計範囲：14001認証取得サイト[横河電機(蘇州)有限公司、横河フィールドエンジニアリングサービスを除く]　(P.11参照) 
対象期間：2004年4月1日～2005年3月31日 

最適な環境経営実現を目指し 
環境会計を実施 

環境会計 

2004年度の環境会計 
　YOKOGAWAグループの2004年度の環境会計は下

表の通りです。環境会計の算定基準は、環境省「環境

会計ガイドライン2005年版」に準拠しています。 

 

　環境保全対策に伴う経済効果は、昨年までは推定

的効果を算入していましたが、不確実性を伴うため、今

年は実質的効果のみを計上しています。 
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1 4 持続可能な社会の構築のために 

地球環境保全活動の推進と継続的な改善を図るため、環境マネジメントシステムを確立する。 

そのため企業活動が環境に与える影響を的確に捉え、技術的、経済的に可能な範囲で、環境

目的・目標を定めて取組むとともに、環境監査を実施し、システムの維持向上を図る。 

環境マネジメントシステムの

確立、維持、向上 

環境関連の法律、規制、協定及び業界の指針等を遵守し、地球環境保全に取組む。 法規制等の遵守 

計測、制御、情報の技術を通して地球環境保全に貢献する、より付加価値の高い製品、サービ

スを社会に提供する。 

環境ソリューションの提供 

環境方針および地球環境保全活動の情報を開示し、広く社会とのコミュニケーションを図る。 環境情報開示 

有害物質、地球温暖化物質、オゾン層破壊物質など、環境に負荷を与える物質は、可能な限り

代替技術への転換を図って削減し、環境汚染リスクを回避する。 

環境汚染物質の削減 

環境方針の理解と意識高揚を図り、業務遂行・地域活動のあらゆる面で環境に配慮して自律

的に行動するため、地球環境保全の教育を行う。 

環境教育の実践 

企業活動の全てにおいて省資源、省エネルギーに取組み、さらに廃棄物削減とリユース・リサ

イクルの推進に努め、ゼロエミッションを目指す。 

資源循環型経営の推進 

地球環境保全活動への参加と社員の自主的な活動を支援し、良き企業市民として社会との

共生に努める。 

社会への環境貢献 

資材調達から製造、流通、使用、廃棄までの環境影響を考慮した製品を開発、生産し、環境負

荷の少ない製品を創出し社会に提供する。 

環境調和型製品の創出 

YOKOGAWAグループ環境方針 

●環境を配慮

た活動の推

●YOKOGA

 

 

●環境保全製

●環境報告書

●鉛フリーは

●六価クロム

●シアンフリ

●トルエン・キ

●自律的行動

●有意業務従

●エネルギー

●廃棄物総発

●社会活動･

●部品・部材

●RoHS指令

●製品アセス

CO2排出量

●環境調和型

取り組み目

YOKOGAWAグループでは「環境マネジメント基本規程」（Ｐ.3参照）に基づき、 
各社の事業内容、地域性を考慮した環境保全活動、 
企業市民としての社会活動に取り組んでいます。 
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1 5環境経営報告書 ２００５ 

●環境を配慮した業務活動の取り組みを進める（業務に密着し

た活動の推進） 

●YOKOGAWAグループ土壌管理基準に則った土壌管理の向上 

 

 

●環境保全製品の普及と環境ソリューションの推進 

●環境報告書の充実 

●鉛フリーはんだの製品展開 

●六価クロムフリーメッキ技術の確立 

●シアンフリーメッキ技術の確立 

●トルエン・キシレンの削減 

●自律的行動につながる環境基本教育の実施（実施率100%） 

●有意業務従事者への環境特有教育の実施（実施率100%） 

●エネルギーCO2排出量売上原単位を前年比2%削減 

●廃棄物総発生量売上原単位を前年比2%削減 

●社会活動･地域活動への参加 

●部品・部材に含まれる有害物質の調査 

●RoHS指令6物質含有の全廃計画の策定 

●製品アセスメント基準・LＣA基準を適用し、開発製品の

CO2排出量を25%削減 

●環境調和型梱包の拡大 

●業務に密着した49テーマを達成 

●モニタリング井戸等の設置検討中 

●展示会への参加、セミナーの開催 

●データ対象範囲をYOKOGAWAグループ46社に拡大 

●CSR（企業の社会的責任）関連ページの充実 

●鉛フリーはんだの製品納入 

●六価クロムフリーメッキ技術の確立 

●シアンフリーメッキ技術の確立 

●低トルエン・低キシレン塗料の導入 

●100%実施 

●100%実施 

●4.2％削減達成 

●5.7％削減達成 

●各地域の清掃活動へ参加 

●一次調査完了 

●計画策定継続 

●9機種に適用完了 

 

●33機種に適用完了 
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16 

26,27 
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29

2004年度実績 取り組み目標 

2004年度（主要サイト） 

自己評価 
関連ページ 
 

目標と実績 

　2004年度はグループ全体で積極的に環境活動を推

進することができました。特に「環境調和型製品の創出」

においては、本報告書で紹介させていただいている「エ

ネルギー管理パッケージEnemap」を始め、様 な々製品・

ソリューションをお客様にご提供させていただくことがで

きました。 

　2005年度以降は、京都議定書の発効を受け、CO2

排出量の削減活動や省エネルギー対策を中心に、環

境活動をさらに向上させていきたいと考えています。 

グ
ル
ー
プ
概
要 

特
集
２
０
０
４ 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

環
境
製
品
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
改
善
活
動 

目
標
と
実
績 

人
・
社
会
と
の
連
携（
C
S
R
の
充
実
に
向
け
て
） 

*YOKOGAWA_p00～36製入ノビ  05.8.3 3:47 PM  ページ 16


